
フランジ形ロバストプロープ

取扱説明書



ご使用 (運転、

お読み下さい。

保管 して下さい

● 安 全上の注意 ●

保守、点検等)の 前に必ず

お読みになつた後は必ず

◇ 危 険  【設計上の注意事項】

ロセンサが故障して異常出力となった場合、

システム全体が安全側に働くように設計

を行うか、安全回路を設けて下さい。

ロマグネット、ケーブル、電源等の異常、

外部のノイズ、振動、衝撃等が原因で誤

動作又は出力が不定になつた場合、シス

テム全体が安全側に働くように設計を行

うか、安全回路を設けて下さい。

◇ 危 険 【使用上の注意】

□定格仕様を超えて使用すると、誤動作、

故障の原因になります。

□取り付け、配線作業は必ず電源を遮断し

てから行って下さい。 通 電状態での配

線作業は故障の原因となります。

△ 注意 跛用上の注意】

□定格と異なる電源を接続したり、誤配線

を行うと、火災、故障の原因になります。

電源接続時、投入時には十分にご確認下

さい。

□本機は防爆機器ではありません。 爆 発

性のガスがある場所では使用しないで下

さい。

□分解、改造は絶対に行わないで下さい。

火災、故障の原因となります。

□GYFRSセ ンサの取り付け場所近傍に

インバータ等のノイズ発生源が存在する

場合、その機器に指定された正しい接地

を施して下さい。

GYFRSセ ンサのご使用に際しては、必

ずこの取扱説明書をよくお読み頂くと共に、

安全に対して十分に注意を払つて、正しい

取扱いをして頂くようお願い致します。

本書では、安全注意事項のランクを『注意』、

『危険』として区分しております。

取 り扱いを誤つた場合、危険な状況が発生

し、作業者が死亡または重症を受ける可能

性がある。

取り扱いを誤つた場合、危険な状況が発生

し、作業者が中程度の傷害または物的損害

を受ける可能性がある。

なお、注意に記載した事項でも状況によっ

ては重大な結果に結びつく可能性がありま

す。 い ずれも重要な内容を記載しており

ますので必ず守つて下さい。 ま た、本書

は実際にご使用になる方のお手元に必ず届

くようにお取り計らい下さい。
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GYFRS

磁歪式 リニア変位センサの基本

的な原理を右図に示します。 特

殊な磁歪線に矢印 Aの 方向に電流

パルス信号を与えると、磁歪線の

周囲に円周方向の磁場が生じます。
一方、磁歪線上にマグネットを

図に示すように配置したとすると、

その部分には軸方向磁場が与えら

れ、点線で示すような斜めの合成

磁場が生じ、この影響で磁歪線に

局部的なねじり歪を発生させます。

この現象を Wiedemann効 果と呼びます。 こ のねじり歪は
一種の振動であ

り、金属である磁歪線上を音速で伝播します。 GYセ ンサは、このねじり歪

の伝播時間を計測することにより高精度に位置を測定します。

GⅥΓRSシ リーズは耐振動・耐衝撃性能を向上させたフランジ取付形のプロ
ー

ブです。GⅥ ]C‐21アナログコントローラ、GYDC‐07デ ィジタルコント

と組み合わせて使用します。

分解能

非線形性

温度特性

走査周波数

耐  圧

出力

供給電源

使用温度範囲

保存温度範囲

耐振性

耐衝撃性

保護規格

0.00 5 % F S以 下 (GⅥ]C‐21アナロク
゛
コントローラ)

0。lmm,0.01mm,0.005mm(GYDC‐ 07テ
゛
ィシ
゛
タルコントローラ)

±0。025%FS nm(有 効ス トローク 300mm以 上の場合)

±20ppm FS/℃ 以下

lkHz(標 準)(GYEC‐ 21アナロク
゛
コントローラ)※

1

2kHz(標 準)(GYDC‐ 07テ
゛
ィシ
゛
タルコントローラ)※

1

35 MPa(静 圧)(:プ ローー:ブロッド部)

RS…422 (Start/Stop)

D C 2 4 V型 ±5%0 . 1 3 A以 下 ※2

DC1 5 V型 +10 % / - 5 % 0 . 1 9 A以 下 ※2

DC1 2 V型 ±5%0 . l A以 下 ※2

-20-8 0℃

-40-80℃

10G (ま たは 50Hz2mm p・ p)

200G (2msec)

I P 6 7  ( 1 0 k P a、 30 m i n ) (オ プシ ョン IP6 8 )

※1長 ス トローク,液面計仕様の場合は lkHz未 満になる場合があります。

※2電 源はコントローラから供給されます。走査周波数が lkHzを 超える場合

は消費電流が増大します。

※ 上 記仕様は有効ス トローク 300mm以 上の場合に適用されます。

300mm未 満の場合はお問い合わせ下さい。



GYFRS

本プローブは平衡型の RS‐422に よるスター ト/ス トップ信号方式を採用して

います6 GⅥ ]C‐21ア ナログコントローラ および GYDC‐07デ ィジタルコン

トローラとの接続が可能なほか、ユーザー独自のコントローラを設計していた

だくこともできます。 出 力の設定はコントローラ側で行なうため、本プロー

ブに調整、設定を行なう箇所はありません。

+START

―START

GYFRS一 □□□□一□□

①有効ストローク

②ケーブル取出し

CN

G※

WPCN

WPG※

+STOP

―STOP

①   ②

max 3000mm

:コネクタ型 (IP67)

:ピグテイル型 (IP67)

:水没コネクタ型 (IP68)

:水没ピグテイル型 (IP68)

(※ケーブル長[m]:標 準 1.5m[Max200m])
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GYFRS

槌　　ウ
ｍど
晴

レブ一ケ準標

5-1.ピ ン配置

下表に接続コネクタのケーブル配置を示します。

■標準コネクタ型

端子番号 ケーブル色 機能

1 赤 Vc

黄 無機能

白・シールド OV

4 緑 +START

里
小

+STOP

6 土
円

―START

7 茶 ―STOP

黄色 0。2sq

■水没コネクタ型

(水没ケーブル構造図)

■
ｒ

「／
　́
　
　
／イ

だ
、　
　
　
　
　
ロ
ノ

ー
ト
リ

　

じ

赤

白

　

ド

０フ．ヾ
、

ヽ

Ｌ

ｒ

Ｊ

ｍ黒

廿
↑

0.3sq

2sq

3sqベア 01

-ルド

端子番号 ケーブル色 機 能

A 赤 Vc

B 黄 無機能
C 白・シールド OV

D 緑 +START

E 里
小

+STOP

F 土日
一START

G 茶 ―STOP

ビニルタト度 D=9.0
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GYFRS

注 1)ケ ーブル色はサンテス ト社製ケーブルを使用した際のケーブル色です。

注 2)シ ール ド編組線は OVに 接続して下さい。 ユ ーザ側でコントローラを

設計された場合はシール ド編組線をコントローラの電源 OVに 接続

して下さい。

5-2.ケ ープル

サンテス ト社製のケーブルを使用しない時は必ずシール ド付のツイス ト
ペアケーブルを使用して下さい。 そ の際シール ドは接地しないでご使

用下さい。 ま た、ケーブルの敷設に際しては他の動力機器等のケーブ

ルと分離し、ノイズの影響を最小限に抑えるようにご配慮願います。

5-3.電 源

GⅥ ]C‐21及 び GYDC…07コ ントローラとの組み合わせの場合はコント
ローラ側から電源が供給されます。 ユ ーザ側にて設計されたコントロ
ーラを使用する場合、センサの供給電源には安定化した直流 24Vを 使用

して下さい。  リ ップル成分の多い電源を使用されますと誤動作又は故

障の原因となります。 ま た、接続の際は極性を誤らないように十分ご

注意下さい。

5-4.プ ロープの取り付け

基本的には、プローブ取付部に磁性材料を使用しても問題ありません。

その場合は下図に示します斜線部の領域にはマグネットが入らないよう

に設計して下さい。

マグネット取付け部に磁性材料を使用しても問題ありませんが、プロー

ブヘッド側のマグネットホルダ端面から20mmの 領域には磁性材料の部

品を配置しないで下さい。 例 としてマグネットの押さえ板に鉄板を使

用すれば誤動作の原因となります。
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用途によってはセンサのパイプ部分を支持する必要が生じます。 そ の

場合、プローブとマグネット間の支持材料は非磁性体をご使用下さい。

やむなく磁性材料を使用する場合は、下記の斜線で示す領域に磁性材料

の部品が入らないように設計して下さい。

5-5。 デッドゾーン

プローブの根元 (ヘッド部に近い側)と 先端部にそれぞれデッドゾーン

があります。 こ の領域にマグネットが入 りますと出力信号が異常とな

る場合がありますので、必ず有効ス トローク内でご使用下さい。 こ の

領域は組み合わせるマグネット、フロー トにより異なりますので、後章

を参照下さい。

|｀

有効ストローク 先端デッドゾーン

(標準70mm)
※マグネットにより異なります

ノヽ一
●ソドツ

デ

ーー

一
几根

マグネット臥 不こ粥日域

(磁轡琳Чでも可)

マグネット

(標準50mm)｀



GYFRS

5-6.電 源の投入

①接続が誤つていないかご確認Iさ い。
出力端子に電源電圧が印加されると機器を破損する恐れが

あります。

②電圧が正しいかご確認下さい。

定格以上の電圧を印加すると機器を破損する恐れがあります。

③正しいマグネット又はフロートの組合わせかご確認下さい。
正規の組合わせ以外の場合には、精度が悪くなつたり、

誤動作の原因となります。

また、フロー トは取付方向が規定されています。

正しく装着されていることをご確認下さい。

④マグネット又はフロー トが装着されていることをご確認下さい。
マグネットまたはフロー トが装着されていない場合、
過大な出力電流により、機器を破損することがあります。

以上の項目を確認のうえ、電源を投入して下さい。

…6…



GYFRS

検出マグネットは以下のものを準備しております。 出 荷時には、ご指定のマ

グネット又はフロー トと組み合わせて調整を行っております。 ご 指定以外の
マグネットを使用すると動作に異常が生じることがありますので使用しない

で下さい。

6 - 1 . N O . 2 P N

もっとも標準的なマグネット。

異なりますので、互換性はあり

NO.2Pと は形状は同じですが、磁力が

ません。

Ｏ

ｒ

※固定用ネジはステンレス製の非磁性材料を使用して下さい。
6-2.Φ 28SUS316

小型の標準フロー ト。 内 径がφ9の ためφ10の ロッドを持つセンサと
の組み合わせはできません。

φ9

卜

　

寸

Ｎ

抑

φ26

φ28

マグネット

型  式 材  質 先端デッドゾーン

NO.2PN ナイロン 70 1nln

フロー ト

型 式 材 質 比  重 破壊圧飩 Pa) 先端デッドゾーン

φ28SUS316 SUS316 0。75 1.96 90 1nm

φ30SUS316 SUS316L 0.66 1。96 90 1nm

φ50SUS316 SUS316 0.53 0。98 100 1nm

φ42.5球

SUS316
SUS316 0.53 3.92 1001111n

RF‐A6 Buna N 0.51 0。2 70 1rlln

RF‐A10 Buna N 0.62 0。2 70111m

卜Ш
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GYFRS

6-3.Φ 50SUS316

大型の汎用フロー ト。 す べてのロッド径のセンサと組み合わせ可能で

す。

6-4.Φ 42.5瑚 tSUS31 6

高耐圧の球型のフロー ト。 ロ ッド径がφ10のセンサにも対応可能です

が、ロッドとの間隙が小さいので、粘度の高い液体に使用する場合は注

意が必要です。

φl1 6

81

燿雁魏刻立(量]蒙 .0)

1 0 0有ガストローク

6 - 5 . R F― A6 / R F― A1 0

本品は独立発泡体でできた ロー コス トフロマ トです。 耐 圧が低いので

大気圧下でご使用下さい。

型式 A寸 法 ルヒ]自

RF‐A6 62.5 0.51

RF‐A10 64.1 0.62

※磁石の見えている面を上にして挿入します。

注



GYFRS

ロ コネクタ型

◎材質 ロ ッドi SUS304

ヘッド:SUS316

◎コネクタ SNW‐ 1607‐PCF‐7(三和電気工業製)

◎保護規格 IP67<オ プションIP68>

(2-′―革■3)

ロピグテイル型

◎材質 ロ ッド:SUS 3 0 4

ヘッド:SUS316

◎保護規格 IP67く オプションIP68>
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<>内 は水没型の寸法
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        本書に記載の内容は、改良の為に予告なく変更することがあります。 

本資料に記載された製品は、極めて高度の信頼性を要する用途（医療機器、

車両、航空宇宙機、原子力制御など）に対応する仕様にはなっておりません。

そのような用途への使用をご検討の場合は事前に当社営業窓口までご相談

下さい。

当社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、一般に電子機器は誤動作し

たり故障することがあります。当社製品をご使用いただく場合は、製品の誤

動作や故障により、生命・身体・財産が侵害されることのないように、購入

者側の責任において、装置やシステム上での十分な安全設計を行なうことを

お願いします。

本製品の保証期間は納入後１年間といたします。

万一、保証期間内に本製品に当社側の責による故障が発生した場合、ご返送

いただいた製品を無償にて修理または代替品をお送りいたします。ただし下

記の場合は保証の範囲外とさせていただきます。

１． 不適当な条件、環境、取扱い、使用による場合

２． 納入品以外の原因による場合

３． 当社以外による改造または修理による場合

４． 当社出荷当時の技術では予見することが不可能な現象に起因する場合

５． 天災、災害などによる場合

また、ここでいう保証は納入された本製品単体の保証に限るもので、本製品

の故障により誘発される損害は除外させていただくものとします。

本資料に記載の仕様は、改良などのため予告なく変更することがあります。


